
堀井憲一朗というエッセイスト
がお気に入りだ．牛丼の適正な「つ

ゆだく」具合について１００店舗以上をめぐって調べてみたり，
複数人で同じ本をアマゾンで同時に購入するとランキングは
どの程度変動するかを調べたり，「冷やし中華始めました．」が
張り出される時期について統計的に調べてみたり，と割とど
うでもいいことを真剣に調べて考えて語るというスタイルが
多い．
彼の文章の中に，「エースで４番という高校球児はいついな
くなったのか」というタイトルのエッセイがある．イメージ的
に高校野球にはエース投手で４番打者という圧倒的なヒー
ローがいそうな気がしていたが，どうやらそうでもないらし
い．文章を読むと，第１回大会では「エースで４番」は，出場
チーム中の４０％程度存在したらしい．ところが時代が進ん
で，１９５０年代になると２０％に低下し，９０年代以降には１０％以下
に低下する．この変化は，連続的ではなくて，それぞれの年代
を境に段階的に変化したようだ．エッセイでは，これらの時代
に高校野球になんらかの構造改革があったのでは，と結論し
ている．
確かに多くの分野で，専門職や分業による成果の最大化を
めざした組織構成が主流となっている．高校野球もそのトレ
ンドから逃れられなかったのだろう．ここで思い出すのが米
国エンゼルズで活躍する大谷翔平選手である．まさに「エース
で４番」を地でいくような活躍を現代野球で行っている彼の凄
さが堀井の文章を読んで余計に際立った．大谷選手には，怪我
無く末永く活躍してほしいものである． （安原 亮）

編集委員を拝命してから，気づけば早２年が経とうとして
おり，もう任期終了です．新型コロナウイルスの影響や授業の
関係で，対面での委員会にほとんど参加できなかったことは
とても残念でした．今後，学会が対面で開催されるようになっ
たら，オンラインでは話す機会のなかった編集委員の先生方
ともお話しできればいいなと少し楽しみにしています．
さて，私は長野高専に所属しています．高専は，大学と同じ
高等教育機関ですが，その実は大きく異なる場所です．教育に
加えて，学生生活の指導も強く求められる点が最たるところ
かもしれません．担任教員は学生生活全般の幅広い指導が求
められますが，他の教員も部活動等で学生生活の指導に携わ
ることとなります．私はNHKで毎年放送されている高専ロボ
コンに出場するロボコン部の指導教員を務めています．高専
ロボコンの大会ルールは毎年異なるため，プラズマが活躍で
きるルール（どんなルール？）を期待していますが，今のとこ
ろはなさそうです…．ロボットの専門家ではない私は，技術指
導はできませんが，大会関連書類の作成や会計管理，学生のメ
ンタルケア，広報活動など様々な関連業務を行っています．こ
うした部活動業務に加えて，教育・学校運営など，多岐にわた
る業務に追われて研究時間が十分に確保できない点は高専教
員にとっての悩みと言えます．しかしながら，目標に向かって
一心に頑張る学生の姿を見たり，その成長を身近に感じるこ
とができたりすることは，とても良い刺激です．思うように進
まない研究に悩み，焦る日々ですが，学生に負けないように頑
張りたいと思います． （山田大将）
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